
　新型コロナウィルス感染症も５類に移行となり、今年度は各町秋祭りの熱気も復活し、第三地区の恒例行事であるおまつ
りスタンプラリーも、８月27日の秋葉神社から10月９日のセントラルスクゥエアでのこどもフェスタまで、11カ所で盛大
に行われました。累計1724人もの子供達が来場し、これまでにない参加者の数と盛り上がりに、住人の皆さんの意気込み
や熱い思いが感じ取られました。初の試みとはなりましたが、８月26日には、近隣の武井神社の御射山祭にお祭りステーショ
ンを出展し、参加されたお子さまに第三地区から景品をお渡ししました。途中夕立には降られましたが、それを拭い去るよ

うな熱気と盛り上がりでした。
第三地区おまつりスタンプラリーは今年で６年目を迎えましたが、今
年度は、それぞれの町の秋祭りを楽しむご家族連れ、住民の方々連れ
立っての参加が例年以上に見られ、スタンプを11個集めたお子さんが
60名を越えました。お子さまのスタンプラリーをきっかけに、町を超
えた交流、世代を超えた交流があちこちで生まれています。第三地区
の神社の歴史を知ることで、住んでいる町、地域に愛着や興味が生ま
れて大変良い機会になったという声も聞こえてきています。このおま
つりスタンプラリーは、第三地区の恒例行事としてすっかり定着し地
域の方々からも大変好評なので、来年以降も継続したいと思います。

スタンプラリーに来てくれたお子さまの人数も、
コロナの影響が色濃かった前年に比べ、すべての
町で今年が上回りました。スタンプや景品を嬉し
そうな顔で集めるお子さまの顔が印象的でした。

区長はじめ役員の皆さんや、今年もまる
ごとキャンパスのプログラムに参加した
学生９名のボランティアさんが1か月半に
わたり交代で活動してくれました。
皆さんお疲れ様でした。

令和５年度 「わくわくおまつりスタンプラリー」「こどもフェスタ」開催

年月日 町　名 来場者
8月27日 権堂町 146
9月2日 田　町 143

9月10日 菊屋稲荷社 144
9月16日 上千歳町・ 問御所町 148
9月16日 緑　町 165
9月16日 南千歳町 139
9月17日 西鶴賀町 153
9月23日 東鶴賀町 144
9月23日 居　町 169
10月7日 柳　町 151
10月9日 セントラルスクゥエア 222

合　計 1724
（参考）8月26日　　　　　東町　武井神社 137名

令和５年度 おまつりスタンプラリー来場者数一覧

東後町・問御所町・権堂町・田町・南千歳町・上千歳町・東鶴賀町・西鶴賀町・緑町・居町・柳町・早苗町
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「こどもフェスタ」 in セントラルスクゥエア10月9日

　おまつりスタンプラリーの最終日、セントラルスクゥエアの「こどもフェスタ」はあいにくの雨となりましたが、雨にも負
けず、第三地区の子どもたちを中心に220名強の子どもたちが来場してくれました。ステージ発表は雨の為急遽中止となり、
楽しみにしてくれていた皆さんには残念なことになってしまいました。来場してくれた子どもたちにはスタンプの数に応じて
景品の図書券をお渡しし、子どもたちも大変喜んでくれました。恒例のビンゴ大会では、図書券や高級フルーツ・シャインマ
スカットをはじめとする豪華な景品に会場は大変盛り上がりました。雨雲を吹き飛ばすような子どもたちの笑顔のおかげか後
半は雨も上がり、１ヶ月以上にわたるおまつりスタンプラリーの最終日として相応しいフィナーレを迎えられました。

毎年恒例のビンゴ大会。図
書券やシャインマスカット
など100名以上に豪華な
賞品が当たりました。

区長、役員の方々、学生ボランティアさんが
協力してくれました。「ビンゴ！」と叫ぶこ
どもたちが続出し、賞品のフルーツを袋に入
れて渡す作業が追いつかないほどでした。

体育事業体育事業

　６月25日の日曜日、リニューアルされた鍋屋田小学校の体育館で、「親子・
子供ペタンク大会」が開催されました。16チームが高級メロンを含めた豪華
フルーツ詰め合わせセットの賞品を目指ししのぎを削りました。優勝は権堂
町：よしだまある、２位は東後町：集まれ東後町の森、３位は東後町：エポ
ワスでした。来年の賞品はサーロインステーキになるかも？

３位：東後町/エポワスチーム

準優勝：東後町/集まれ東後町の森チーム

優勝：�権堂町/よしだまあるチーム

第３回  親子ペタンク大会 in 鍋屋田小学校体育館6月25日



　８月１日の６時半より長野市役所前桜スク
エアで昨年に続き第三地区住民によるラジオ
体操が開催されました。大石ラジオ体操コー
チの指導により、約300名の子供やお年寄り
が爽やかな汗を流しました。荻原市長も参加
され、ラジオ体操終了後は子供達と記念写真
を撮ったり、パンや牛乳をいただきながら住
民たちと懇談してくださりました。

　スポーツの秋である10月に、鍋屋田小学校体育館で町対抗ペタンク大会を
開催しました。今回は、16チームが参加し熱戦を繰り広げました。小川教育
文化部会長の挨拶の後、北澤市議による始球式でいよいよ試合開始、４コー
トに分かれて予選リーグを行いました。勝ち上がった４チームは決勝トーナ
メント、その他のチームは順位決定戦を行いました。
年々ペタンクの技術が進歩し、世代を超えみんなで競い合うごとに接戦が繰
り広げられるようになりました。毎年優勝チームが変わりますが、今回は東
後町・「集まれ東後町の森チーム」が優勝を勝ち取りました。２位は西鶴賀ヤ
ングチーム、３位は柳町Aチームです。家族で参加する町も多く、子どもた
ちのナイスショットに会場が湧き立ち、大人たちのコントロール抜群の絶妙
なショットに声援が飛ぶなど、にぎやかな大会となりました。

市長と一緒にラジオ体操

第18回  町対抗ペタンク大会 in 鍋屋田小学校体育館

８月１日

10月22日

優勝：集まれ東後町の森チーム ３位：柳町Ａチーム準優勝：西鶴賀ヤングチーム

福祉事業福祉事業

　今年のふれあい会食会は、70歳以上の一
人暮らしの方を対象にアマンダンスカイで
お食事会を行いました。40名弱の方からお
申し込みがあり、大盛況の会となりました。
当日は、町ごとにお席を配置し、町の方と交
流を深めながら、マジックも観賞しつつのお
食事会となりました。長野マジッククラブの
佐藤さんと町田さん、ご出演ありがとうござ
いました。

ふれあい会食会７月７日
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子育てサロン  サンサンひろば「リズム体操」と「えいごで遊ぼう！」

　７/13のサンサンひろばでは、リズムトレーニング協会の福井先生とリズム体操で遊びました。ラインという道具を
使い音楽に合わせてジャンプしたり踊ったり親子で楽しく体操しました。終わった後はお母さんも大汗、いい運動がで
きたと喜んでいました。
９/14と10/12は、鍋屋田小の英語の先生、ジョーンズ・サム（サミー）先生とその奥様、ジョーンズ・菜穂子先生を
お迎えして「えいごで遊ぼう！」
と題し、アクティビティや歌、マ
ムズレッスンを行いました。サ
ミー先生が英語の絵本を読んでく
ださったり、みんなでロンドン橋
を歌ったり、クイズゲームをした
りしました。小さい頃からネイ
ティブ英語に接してお母さんも大
喜びでした。

　今年度の福祉大会は、10/1「福祉用具」の日にちなみ、イーストプラザを全館貸切って最新の介護用品を体験でき
るフェアを開催しました。受付でカウントできた方だけでも、140名もの方々が来場されました。
介護用品の展示や体験コーナーに、来場された皆さんは次々に足を止め、座り心地にこだわった車椅子の試乗をされた
女性は「自宅のソファより快適かもしれない！」と驚いておられました。最新の介護用品はとても快適で、日々技術が
進化しているのを感じました。
要支援の状態から借りられる福祉用品も多数紹介されており、ちょっとしたことでも、体の異変や生活の不便を感じた
ら我慢せず、気軽にご相談いただくのが良いというお話も聞きました。今回は第三地区での初の試みでしたが、他の地
区の方も多数ご来場いただき、介護用品を使ってもっと便利に快適に日々の生活を過ごしてもらう良いきっかけとなっ
たのではないかと思います。協賛いただいた、サクラケア、さくらメディカル㈱、㈱トーカイ、フランスベッド㈱、㈱
ヤマシタ（敬称略、五十音順）の皆様、ご協力大変ありがとうございました。

福祉大会「介護用品体験フェア」in 権堂イーストプラザ７月７日

環境美化事業環境美化事業

　７月24日（月）環境美化部員10名で令和４年５月に新築オー
プンした「ちくま環境エネルギーセンター」を視察・研修し
てきました。この施設は千曲市、坂城町、長野市南部の可燃
ゴミを処理する最新式の設備を備えた焼却施設です。ボイラー
からの蒸気で発電し、隣りのジムやお風呂に有効利用して近
隣住民の憩いに貢献しています。研修終了後は、市内に戻り
食事をしながら意見交換会をして大いに盛り上がりました。

ちくま環境エネルギーセンターを視察・研修７月24日


